
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立冬も過ぎ、暦は冬。先日まで、暑い暑いと言っていましたが、急に寒くなりました。 

「冬が来た」は、わたしの好きな詩の一つです。読んでいると自然に力がわき、勇気づ

けられます。この詩は、「冬」を「人生の苦しみや厳しさ・苦しさ」にたとえています。 

「人（人生）とは、苦しみによってどうなるものだ」と言っているのでしょう？ 

詩の「冬」の言葉を「つらさ」に置き換えてみましょう。「つらさよ、僕に来い、僕に

来い。僕はつらさの力、つらさは僕のえじきだ」のように変わります。 

「自分は、つらいことや苦しいことなんかに負けないぞ！来るなら来い。僕は逃げも隠

れもしない。堂々とたたかってみせるぞ！」というような意味になるのでしょう。 

この詩では、「人の一生には、時には厳しさやつらさがあり、それを乗り越えていくん

だ」、そして、「その苦しさに耐えてこそ、成長があり、大きな力を得ることができる」と

いう意味があると、わたしは思います。 

９月から、昨年に引き続き、「なかよしタイ

ム」を開催しています。月に１回、下学年(１～

３年)と上学年（４～６年）に分かれて、はげみ

の時間や放課に行っています。 

養護の川渕先生の提案で運営をされていま

す。18日の長放課に「すごろくトーキング」(上

学年)、昼放課は「なかまあつまれ」(下学年)、

を行いました。これは、楽しみながら温かい人間関係を育てるために考えられたゲームで

す。他の人との関わりの中で、心を開かせたり、思いやりを育てたり、意欲的な考えに変

えたりする効果があります。全員が仲良く過ごせるように川渕先生も努力されています。 
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「なかまあつまれ」(下学年) 



11月９日(土)本校の６年生が、開元の集会場で、これまで学習してきた防災学習を発

表しました。今回は、「土砂災害マイタイムライン」を、集まってくださった方々に実施

しました。 

「マイタイムライン」とは、台風や大雨の水害なｄ、これから起こるかもしれない災害

に対し、一人一人の家族や環境に合わせて、「いつ」「誰が」「何をするのか」をあらかじ

め用紙に書いて計画することです。いざというときにあわてることがないよう、避難に備

えた行動を事前に決めておくものです。 

先日の台風 15号や 19号のときにも、大型台風が発生し、「警戒レベル４」となり「避

難警告」や「避難指示」が出されました。しかし、「どこへ避難したらよいか」「何を持っ

ていったらよいかわからなかった」という意見がとても多くあったそうです。 

このマイタイムラインは、家族で話し合っ

て、マイタイムラインシートを作成することに

より、適切な避難行動を事前に確認できるよう

になっています。 

ぜひ、多くのみなさんがこのシートで家族で

話し合い、見えるところに掲示していただける

と幸いです。ご希望があれば、無料で配付しま

すので、学校までご連絡ください。 

(常磐東小の連絡先℡４６－２１０８) 

 

11月 10日(日)早朝より、常磐小学校で、常

磐地域（３学区）合同球技大会が開催されまし

た。常磐東学区からは、ソフトボールＡとＢ、

ソフトミニバレーボールＡとＢのチームが出場

しました。好天の中、みなさんはいい汗を流し

てがんばっていました。 

 

  

 

 

 

 

 先週に引き続き、今週は土田愛己さんの作品が

掲載されました。おめでとうございます。 

 テーマは、「わが街特集」です。常磐東学区のす

ばらしいところを絵手紙で紹介するのがねらいで

す。きれいな「灯篭流し」が描かれています。 

 

中日新聞(夕刊)11 月１３日 

 

書き方を説明する６年生の児童 

ソフトミニバレーボール A チーム 


